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岡崎統合バイオサイエンスセンター時系列生命現象研究領
域　神経分化で2年勤めた後6月1日より戦略的方法論　生
体分子物性（桑島G）生命分子（加藤G）で事務を担当し
ております。
生理研から分子研への異動で勝手のわからないところもあ
りまた至らない点も多く、ご迷惑をおかけすることもあるか
と思いますが精一杯努めますのでよろしくお願いいたします。

田　中　　　景

戦略的方法論　生体分子物性（桑島G）、
生命分子（加藤G）　事務支援員

たなか・けい

Happy Hour で「幸せな泡」

山手地区では有志が中心となって月に一度のペースで Happy Hour 
を開催している。これは米国の大学などで department や school 単
位で催されるものを模して「研究所や研究室の垣根を超えた自由な交流
の場を提供する」ことを眼目とし山手地区教官有志の寄付で運営される
ビール，ソフトドリンクなどのコップを片手に気ままに談笑する会であ
る。参加無料，参加資格は特になく参加の意思を持つ人なら誰でもロハ
で口元をホップの効いた「幸せな泡」で飾ることができる。

山手地区は３研究所及び統合バイオセンターが一つ屋根に集うため，
そのせっかくの地の利を活かし自由闊達な交流を持つことが相互にメ
リットが大きいと考え，かねてより研究上の交流が浅からぬ永山（統合
バイオ）魚住（分子研）両グループが言い出しっぺとなり，統合バイオ
事務室の協力を得て２００８年３月に船出をした集まりであり，これま
での数回は各会５0～６０名の参加を得て和やかかつ賑やかな会となっ
ている。

過度に「宴会」「飲み会」の態になることなく，節度ある研究所間交
流の場として今後末永く定着させて行きたいと切に願っている。もちろ

ん明大寺地区からの参加も大歓迎である。どこかで Happy Hour の案内を見かけたら「のどを潤す」くらいの軽い気持ち
で是非一度覗いてみてほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（魚住泰広）
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